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蓼塵齢麗く
山形新聞、山形放送が主催し、地域福祉に尽くすすl
・団体を顕彰している。1980（昭和55）年にスターt

今回で29回を迎えた。福祉関係者などで構成する完

委員会を11月27日、山形グランドホテル（山形市）「
き、県民から推薦のあった14件を審査。困難な状況1

地道に活動を重ねてきたか▽成果を着実に挙げていj

－などの観点から検討した。受賞団体のプロフィル弓
介する。
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ボランティアサークル

「くれよん」

（西川）

西
川
町
の
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
「
く
れ
よ
ん
」
の
メ
ン
バ
ー
は
十
三
日

に
町
体
育
館
と
町
交
流
セ
ン
タ
ー
で
小
学

生
を
対
象
に
開
催
す
る
「
く
れ
よ
ん
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
準
備
に
余
念
が
な

ヽ
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本
年
度
は
高
校
生
二
十
人
と
中
学
生
一
人

が
活
動
し
て
い
る
。
「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
」
は
「
く
れ
よ
ん
」
が
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
の
柱
の
一
つ
。
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
り

上
げ
る
ゲ
ー
ム
の
準
備
、
参
加
者
の
ネ
ー
ム

カ
ー
ド
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

づ
く
り
…
。
代
表
の
谷
地
高
三
年
岩
本
香
織

の
と
き
に
パ
ー
テ
ィ
ー
に
来
た
の
を
覚
え
て

い
る
。
そ
の
と
き
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が

い
ま
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
振
り
返
り
、

「
今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
も
子
ど
も
た
ち
の
い

い
思
い
出
に
な
れ
ば
」
と
意
気
込
む
。

「
く
れ
よ
ん
」
の
前
身
は
、
一
九
七
八
（
昭

和
五
十
三
）
年
、
地
区
の
高
校
生
二
十
八
人

る
「
お
は
よ
う
走
ろ
う
会
」
を
始
め
た
。
町

内
各
地
に
同
様
の
サ
ー
ク
ル
が
で
き
て
統
合

さ
れ
、
八
五
年
に
「
く
れ
よ
ん
」
が
組
織
さ

れ
た
。八
六
年
か
ら
続
く
「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
上
の
ほ
か
、
老
人
保
健
福
祉
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保
育
園
の
お
泊
ま
り
保
育

補
助
、
町
成
人
式
、
町
駅
伝
大
会
の
運
営
補

じ
学
年
の
よ
う
に
接
し
て
い
る
。
目
標
を
共

有
し
て
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
生

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
輝
く
場
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」
と
岩
本
代
表
。
「
ク
レ
ヨ
ン
」
の

名
は
、
一
人
一
人
が
個
性
の
色
を
出
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
大
切
に
し
て
、
い
つ
ま
で
も
色

あ
せ
る
こ
と
な
く
活
動
を
続
け
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
に
由
来
し
て
い
る
。

さ
ん
（
け
）
＝
岩
根

＝
は
「
自
分
も
小
学
生

戯身の
2008年度の「愛の鳩賞」には、県内の3団体が輝いた。

中高生ボランティアサークル「くれよん」（西川町）は

町内の生徒たちが学校の枠を超え活動。和田地区福祉ボ
ランティア「つくしんばの会」（高島町）は地区内の高

齢者宅を訪問、児童の登下校を見守っている。東北青

少年自立援助センター「蔵王いこいの里」（上山市）は
国内各地から不登校、引きこもりの青少年を受け入れ

てきた。「愛の鳩賞」は財団法人山新放送愛の事業団と
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＝今月、西川町「くれよん」のメンバー

上
山
市
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
N
P

O
法
人
）
　
「
東
北
青
少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ

ー
」
　
（
岩
川
耕
治
理
事
長
）
は
、
不
登
校
や

引
き
こ
も
り
な
ど
社
会
的
な
自
立
に
つ
ま
ず

い
た
若
者
た
ち
の
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
今
年
一
月
に
は
任
意
団
体
か
ら
N
P
O

法
人
へ
と
移
行
。
社
会
復
帰
の
手
助
け
だ
け

∵
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＼

和
田
地
区
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
つ
く
し

ん
ば
の
会
」
（
高
島
町
、
遠
藤
富
美
子
会
長
）

は
、
地
区
公
民
館
を
拠
点
に
、
町
内
の
特
別

養
琶
老
人
ホ
ー
ム
や
地
区
内
の
一
人
暮
ら
し

の
■
　
著
宅
訪
問
、
和
田
小
児
童
の
登
下
校

の
見
守
り
な
ど
、
幅
広
く
活
動
を
展
開
し
て

い
る
。

動
も
設
立
当
初
か
ら
続
く
恒
例
行
事
。
そ
の

ほ
か
、
和
田
小
児
童
の
登
下
校
の
時
間
帯
に

合
わ
せ
、
会
員
が
自
主
的
に
街
頭
に
立
っ
て

交
通
安
全
の
立
哺
指
導
も
実
施
。
こ
と
ー
某

月
に
は
高
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
　
け

っ
ば
い
運
動
」
に
参
加
し
、
地
区
内
の
花
壇

二
カ
所
に
、
サ
ル
ビ
ア
や
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
を

で
な
く
子
ど
も
た
ち
の
感
性
教
育
に
も
取
り

組
む
な
ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

一
九
八
六
（
昭
和
六
十
〓
年
に
岩
川
理

事
長
の
両
親
の
松
鶴
、
久
子
夫
妻
が
受
け
入

れ
施
設
「
蔵
王
い
こ
い
の
里
」
を
開
設
。
蔵

王
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
二
十
年
以
上

に
わ
た
っ
て
、
全
国
各
地
か
ら
不
登
校
や
引

き
こ
も
り
、
家
庭
内
暴
力
と
い
っ
た
社
会
に

な
じ
め
な
い
青
少
年
ら
を
受
け
入
れ
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
四
十

歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
が
利
用

し
、
そ
の
数
は
五
百
人
を
超
え
る
。

施
設
利
用
者
は
親
元
を
離
れ
た
共
同
生
活

か
ら
協
調
性
を
学
び
、
農
作
業
や
土
木
作
業

を
通
じ
て
自
主
性
な
ど
を
は
ぐ
く
ん
で
い

る
。
人
間
関
係
の
構
築
を
苦
手
と
す
る
人
や

思
い
を
う
ま
く
口
に
で
き
な
い
人
が
多
い

と
岩
川
理
事
長
。

同
じ
悩
み
を
持
つ
者
同
士
が
共
同
生
活
を

通
じ
て
徐
々
に
打
ち
解
け
心
を
開
く
と
と
も

に
、
社
会
性
を
身
に
付
け
て
い
く
。
お
よ
そ

八
割
が
復
学
や
就
労
な
ど
で
社
会
復
帰
を
果

た
し
て
い
る
と
い
う
。
「
施
設
に
来
た
当
初

は
険
し
い
顔
つ
き
の
利
用
者
も
、
少
し
ず
つ

柔
和
な
表
情
に
変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
」

本
年
度
か
ら
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
青

少
年
健
全
育
成
活
動
に
も
取
り
組
む
。
「
ざ

お
う
里
山
自
然
ふ
れ
あ
い
教
室
」
と
銘
打
ち
、

野
菜
作
り
や
森
林
観
察
な
ど
、
自
然
と
の
触

れ
合
い
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
感
受
性
を

養
う
。
岩
川
理
事
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
や
、
社
会
に
な
じ
め
な
い
若
者
た
ち

の
心
の
成
長
を
手
助
け
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。


